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＜連絡事項＞

· 本日午後より、準看護師　中野尚子（北病棟）スタッフが、ローテーションで通所へ来ている。

· 本日16：00から我満奈津紀様のケース会議があり。木村が出席予定。

· 本日14：00に本多富美様の見学予定。

＜外来情報＞

· 平　康子様　　～　本人が「年金手帳を無くしたから手続きが大変だ」という。又、五戸の農協の　
　　　　　　　　　キャッシュカードを紛失したと話すため「農協の人に聞けば教えてくれる
　　　　　　　　　から」説明を受けている。
· 中居　松男様　～「暑くて大変だ。アパートに扇風機がない」と話していたとの事。
· 鈴木　恵美子　～「今も歩いています」と話していたとの事。
· 奥山　以依子様～先週の採血の検査結果は特に異常がなかったとのこと。主治医より「何を食べて　
もいいですよ」と話あり。
· 前野　義勝様　～「１ヶ月で２㎏やせたい」と話すが、主治医より無理せずやせていくような話が　
ある。
· 柳町　信之様　～予約時間に来院しておらず、下平PSWが連絡し外来受診。「ナイトケアに行って
も自分に意味がない」と話す。新棟へ移る事で新プログラムになることを説明するが、それでも自分には意味がないと話している。痔の調子は悪くないとの事。

· 中居　美津子様～荷物の整理ができていない。「お金の問題があって大変」と話す。

· 山田　健次様　～主治医に「膝が痛い」と話していたとの事。
· 長瀬　紘一郎様～胃の不調を訴えている。胃薬が１週間分処方となっている。
＜利用者様情報＞

· 田澤　勝敏様～皮膚科受診し両手背の湿疹について、テラコートリル（抗生剤・抗炎症剤）が処方

されたとの事。

　　　　　　　　　⇒塗布状況の確認を行う。又、入浴時に洗身が十分に行えていないと話される為、本人の保清状況を定期的に確認していく。

· 北嶋　剛様　～本人より「何かやりたいけどできない。2週間ぐらい休みたい」と相談あり。　

三川クリニック受診時に内服薬が変更となったとの事。保清については本人から以前２週間入浴していない事があったと相談受けているが、現在は少しずつ行う事ができるようになったとの事。

⇒・処方内容についてはその都度内容が変わる為、次回来所時に確認予定。

　・保清や生活状況等の生活状況は、電話が来た際に確認を行っていく。

・柳町　信之様　～〇昨日の経過

無断でナイトケア欠席されており、本人宅を訪問しているが不在。ご家族への連絡後、数回に分けて本人宅へ連絡を入れているが、応答はない。

　　　　　　　　　　20:15自宅へ連絡した際、訪問していたお兄様が応答されており、対話中に本人様が帰宅されたとの報告を受けている。町へ行っていたとのことで、欠席時の連絡について「1ヵ月半前に、休むときには電話連絡しなくてもいいと言われた」と話されている。
　　　　　　　　　〇本日の経過

外来受診時に面談を実施。昨日の様子について、「ナイトケアに行こうと思ったけど、街に行く事を決めた。ナイトケアに連絡をしなければいけないと思ったけど、１回位連絡しなくてもいいかなぁ～と思って」と話す。欠席する場合には必ず連絡していただきたい事を何度も説明。

〇ご家族（お兄様）からの対応

「連絡しなければ、周りに迷惑がかかり、そのうちに入院になっていく。痛い目を見るのはお前だ」といわれたとの事。

⇒・欠席時には必ずナイトケアに連絡を伝える。

・現在週３日通所で生活のリズムを作ることが出来ている為、今のペース（週３回）を乱さないように伝える。

神山　和典様　　～友人（鈴木茂子様）にお金を貸していると話すが、金額については話される事なく詳細は不明。最初は「金銭的に苦しい」と話すが「お弁当を作れば大丈夫」と本人は話している。

最近の通所状況として、ナイトケアに遅刻する事や私用のため、1度アパートに戻ることなどがある。以前、主治医からは月、水、金の週３日間通所し、遅刻しないようにと言われている。

　　　　　　　　　⇒・担当スタッフが面談実施し、通所状況の振り返りを行う。

・本人から遅刻の連絡があった際には、詳細の確認と主治医からの指示の確認を行う。

鈴木　茂子様　　～5/16から約1ヶ月ぶりに来所。デイケアの欠席の理由について本人は「風邪をひいている」と話しており、本日来所時に「風邪が治った」と話す。明日は私用の為、欠席するとの事。本日の映画鑑賞では、映画の上映中に大声で話すことや、プロジェクターの前を横切るなどの迷惑行動が多く見られている為、集団行動のマナーについて説明する。

＜利用者様情報・検討＞

晴山　美智子様～減量と生活状況について面談している。「AM2：00から3：00の間に目が覚めてしまい、ご飯を食べてしまう。」「家にあるお菓子を食べてしまい、まったく運動をしていない。」「自分でもどうしたらいいのか分からない」等と話す。又、「チェックシートを毎日つけたほうがいいのかな。管理されたほうがいいのかな」と話している。

　　　　　　　　

　〇本人との約束

　　　　　　　　　・夜食は食べない。

　　　　　　　　　・デイケアで運動を行う。

　　　　　　　　　・毎日、スタッフに夜食を食べたかどうかの報告をおこなう。

　　　　　　　　　〇今後の関わり

　　　　　　　　　・来所時、帰宅時に体重測定の実施。

　　　　　　　　　・昼食後の時間を使い、運動プログラムを合わせて１時間行う。

　　　　　　　　　・家庭での食生活にも改善すべき点が見られる為、月に1回のペースでご家族に対しても栄養指導を行っていく。

　　　　　　　　　・本人との約束についての振り返りを定期的に行い、目標の確認とステプアップを図っていく。

· 横山　耕生様～　昨日、本人から自分の病状のことや将来の不安、服薬の事等を訴えている為、
　　　　　　　　服薬の重要性や通所の重要性を説明していた件について

〇青山荘から

　　　　　　　　　　・他者の意見に左右される発言が多くみられる。

・自分の不調の原因について全て薬に固執してしまうことがある。

・父親は統合失調症についての理解が乏しく「根性があれば薬はいらない」と本人へ話している。

　　　　　　　　　　〇今後の対応

・疾病、服薬についてはスタッフだけではなく、主治医へも相談するように促す。

　　　　　　　　　　・現在出来て来ていることを評価し、本人に返していく事で、病気だけではなく生活へ視点を向けられるようにする。

・本人が自分の不調の原因について全て薬のせいにしてしまうことがある為、担当者が本人の訴えを受容し、定期面談を実施する。

＜事例検討＞

田澤　勝敏様（59）統合失調症　青山荘入所

治療計画

①対人関係のスキル向上

　②興味・関心の幅を広げる

〇　デイケアでの様子

◇余暇について

　余暇時間は、読書を行っている事が多い。

◇対人関係について

　スタッフに対しては身体的な事を訴えて来られる事が多い。

わからないことについて固執があり、くどさが見られる。

◇運動について

　運動プログラムは本人なりに努力していると話すが、極端に動きが小さい。

本人の目標は「青山荘退所後にむつ市に帰った時に自転車に乗ることが出来るように体力作りを行いたい」と話す。

◇自己評価について

　プログラム等について「何でもできます」と話し、自己評価が高い。

治療計画①について

対人交流に関しては、積極的に自分から他メンバーに話し掛けることは少ない。

他者に対して学歴が無いことに対するコンプレックスが見られる。

当番などについては行う事ができるものの、それ以外のものを提案してみても本人が受け入れることは少ない。

対人関係について本人に改善の意思が見られる。

〇青山荘から情報

物事について強い固執、固定概念がある。本人に対して、少人数で話し合いを行っても本人はその指摘されたことについて拒絶することが多い。そのため多人数で本人に対して話し合いを持つ必要がある。

〇今後の支援計画

本人に改善の意思が見られることからプログラムを通じて本人に気付きを促す

例） 「しかし、だから」を使わないSSTの導入を検討

面談時にスタッフの言い回しの工夫を行う

治療計画②について

デイケアでは映画館で上映されている映画の内容を聞いて来る事や、映画や本の事を話題に他メンバーと交流を持つことが見られている。また自分が見たい映画のDVDについて詳しく調べており、スタッフに「今度の映画鑑賞で〇〇をお願いします。」と伝えることがある。読書にも興味を示しており、休日に図書館を活用している。

〇青山荘から情報

映画館に映画を見に行くなど、映画に関して興味が広がってきているが、自分でDVDをレンタルしてみることはない。青山荘のスタッフがDVDのレンタルできることを勧めているが、レンタル店へ行く事への抵抗がある様子。以前、映画館に行く事についてもスタッフの支援などを行い、徐々に取り組む事ができていくことができるようになったため、支援を継続していく。

〇今後の支援計画

本人の興味、関心が映画、読書等で徐々に広がってきている様子が見られる｡本人の余暇活動を広げる為、DVDのレンタルなど本人に勧めてみる。










